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亜鉛欠乏ラットに対する 0.2 MPa 酸素曝露の影響 
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ある種の呼吸器疾患や循環器疾患，脳血管障害では症状により，酸素療法あるいは高圧酸素療法が行われる。

この場合，長時間にわたって肺内に過剰な free radicalが存在することになり，肺への影響が問題となる。SOD
は代表的な亜鉛酵素の一つであり，生体内の亜鉛量が SOD活性に影響を及ぼすならば，亜鉛欠乏時に酸素曝露
したときの影響は通常以上に大きくなる可能性がある。本研究では，ラットを用いて亜鉛欠乏モデルを作製し，

これらに高分圧酸素曝露を行った際の影響を調べた。 
【実験方法】亜鉛欠乏食と標準食を用意した。亜鉛欠乏食で飼育したラットを ZnD 群，コントロール食を ZnC
群とした。特別食による飼育開始から 5週間後，ZnD 群と ZnC 群の半数を高圧チャンバーに入れ，0.１ MPa 
gauge （0.2 MPa） にて 5時間の純酸素曝露を行い，０MPa gaugeまで３分間で減圧した。これらを，ZnD-O2
群または ZnC-O2群とした。この 4群は，採血，剖検，肺の摘出を行い，白血球数，血清 CRP活性，血清 SOD
活性を調べた。剖検では，肺を重点的に観察した。摘出した肺では病理組織学的検索のほか炎症性サイトカイン

である TNF-αと TGF-βの発現を調べた。 
【実験結果と考察】亜鉛欠乏食で飼育したラットは，標準食を与えた群と比較し，血清 SOD活性の低下が確認
された。また，好中球の増加，肺組織の TNF-αについても ZnD 群ではその発現が増強する傾向にあった。こ
れらの所見は，亜鉛欠乏では肺に炎症を起こしやすいことを示唆する。演者らは亜鉛欠乏状態では，酸素に対す

る抵抗性が低下することを本研究会ですでに報告した。本研究では高圧酸素曝露を行った場合，白血球数は

ZnD-O2 群ではさらに高まったが，血清 CRP 値上昇や TNF-α発現増強は認められなかった。しかしながら，
肺の剖検所見では ZnD-O2群のみにうっ血が観察され，炎症性サイトカインである TGF-β発現の増強傾向が認
められた。今後，亜鉛欠乏による SOD活性の変化とあわせ，亜鉛欠乏時の高分圧酸素療法による肺組織傷害の
病態および機序をより詳細に検討中である。 


